
たばこと健康
中央区内の

禁煙治療に保険が使える

医療機関一覧つき

たばこによる健康被害

◆喫煙者本人への影響◆

非喫煙者と比べてがんや脳卒中等の罹患率が高くなります

たばこの煙の中には、多くの発がん性物質が含まれています。
喫煙者は、非喫煙者に比べて、 肺がんをはじめとする様々なが
んの罹患率が高くなると分かっています。その他にも、脳卒中や
虚血性心疾患、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、2型糖尿病など、多
くの病気と関係しています。

◆たばこによる妊産婦・子どもへの影響◆

妊婦自身の喫煙はもちろん、妊婦本人が喫煙していなく
ても、まわりの人の喫煙が子どもに悪影響を及ぼします

【胎児への影響】
たばこ煙に含まれる有害物質により、
低出生体重児や早産のリスクが高まります。
さらに、産後の乳幼児突然死症候群（SIDS）
の要因となることが明らかになっています。

【誤飲事故】
たばこは小児の誤飲事故で毎年多くの件数
が報告されています。ほんの少量のたばこが
口に入っただけでも赤ちゃんの命が危険にさ
らされます。

【子どもへの健康被害】
親がたばこを吸っている家庭の子どもは喘息や肺がんなど
のリスクが高いとされています。屋外だけで喫煙している場合
でも吐く息にたばこの有害物質が含まれ、それにより家族が
健康被害を受けることが指摘されています。

今からでも遅くない！禁煙の効果

長年たばこを吸っていても、禁煙するのに遅すぎることは
ありません。50歳から始めて余命が6年延びると報告も！

20分後

血圧と脈拍が

正常値まで下がる

24時間後

心臓発作の可能性

が少なくなる

数日後

味覚・嗅覚が

改善する

1か月～9か月後

咳や喘鳴が改善する

スタミナが戻る

2～4年後

虚血性心疾患のリスクが

たばこを続けた場合に比

べて35%減少する。

1年後

肺機能の改善

がみられる

「禁煙外来医療費助成」を行っています

中央区では禁煙を希望する喫煙者に対し、禁煙外来での
治療を促すとともに、治療成功に向けた取組を支援する
ため、医療費の一部助成（最大1万円）を行っています。

対象者
健康保険が適用される禁煙外来での治療を完了した方

※治療開始前に区への申請をし、登録決定を受ける必要
があります。

※登録申請時及び助成金請求時において、中央区内に住所の
ある満20歳以上の方が対象です。

助成対象
健康保険が適用される禁煙外来での治療に要する医療費
及び薬剤購入費の自己負担額

対象医療機関 禁煙治療に保険が使える医療機関

※中央区外の医療機関での治療も可能
区内の医療機関についてはパンフレット内の医療機関
名簿をご参照ください。

申請から助成までの流れ
申請方法や利用の流れについては中央区ホームページをご参
照ください。
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・ 月 島 保 健 セ ン タ ー 5 5 6 0 - 0 7 6 5
・ 晴 海 保 健 セ ン タ ー 6 3 8 1 - 2 9 7 2

◆ホームページのご案内◆

中央区 禁煙外来医療費助成

＜中央区ホームページ＞

たばこと健康に関する情報ページ

＜厚生労働省ホームページ＞

検索

検索

受動喫煙の影響について

◆受動喫煙とは◆

副流煙
たばこから
立ち上がる煙

呼出煙
喫煙者が
吐き出した煙

主流煙
喫煙者がたばこの吸い口から吸う煙

人が他人の喫煙により
たばこから発生した煙
（副流煙・呼出煙）にさら
されることです。

副流煙には主流煙よりも
多量の有害物質が含まれています！

ニコチン 2.8～19.6倍

タール 1.2～10.１倍

一酸化炭素 3.4～21.4倍
参考：厚生労働省「喫煙と健康 喫煙の健康影響に関する検討会報告書」．平成28年8月

◆受動喫煙を受けた人の健康リスク◆

受動喫煙による年間死亡者数は推定1万５千人！
非喫煙者の方でも受動喫煙により、がんなどの疾患にかか
るリスクが上昇することが分かっています。

虚血性心疾患 30％上昇

肺 が ん 28％上昇

脳 卒 中 24％上昇

東京都受動喫煙防止条例・改正健康増進法が

2020年4月1日から全面施行され屋内は原則禁煙です

ご自身やご家族の健康のために、禁煙を考えてみませんか？

参考：厚生労働省「喫煙と健康 喫煙の健康影響に関する検討会報告書」．平成28年8月



禁煙治療が保険で受けられます

喫煙はただの生活習慣ではありません。
その多くがニコチン依存症という病気であり、治療が必要
です。必要な条件を満たすことで、禁煙治療を保険適用で
受けることができます。2020年度からは加熱式たばこ使用
者も健康保険による禁煙治療の対象として認められています。

◆禁煙治療に保険が適用される条件◆

◆ただちに禁煙しようと考えている

◆禁煙治療を受けることを文書により同意している

◆ニコチン依存症テストが５点以上である
☑右の表でチェックしてみましょう

◆３５歳以上の場合、

＝200以上

※加熱式たばこの換算方法

・タバコ葉を含むスティックを直接加熱するタイプ

…スティック 1 本を紙巻タバコ 1 本として換算
・タバコ葉の入ったカプセルやポッドに気体を通過させるタイプ

…1 箱を紙巻タバコ 20 本として換算

当てはまる項目にチェック☑をつけてみましょう。

１つのチェックにつき1点で計算します。

◆ニコチン依存症テスト◆

設問

①
自分が吸うつもりよりも、ずっと多くタバコを
吸ってしまうことがある

②
禁煙やタバコの本数を減らそうと試みて
できなかったことがある

③
禁煙やタバコの本数を減らそうとしたとき、
タバコがほしくてたまらなくなることがある

④

禁煙やタバコの本数を減らそうとしたとき、
以下の症状が出たことがある
【イライラ・神経質・落ち着かない・集中しにくい・
ゆううつ・頭痛・眠気・胃のむかつき・脈が遅い・
手の震え・食欲または体重の増加】

⑤
④で出た症状を消すために、
またタバコを吸い始めることがある

⑥
重い病気にかかったときに、タバコはよくないと
わかっているのに吸うことがある

⑦
タバコが原因で自分に健康問題が起きていると
わかっていても、吸うことがある

⑧
タバコが原因で自分に精神的問題
(神経質・不安・抑うつ)が起きていると
わかっていても吸うことがある

⑨ 自分がタバコに依存していると感じることがある

⑩
タバコが吸えないような仕事や付き合いを
避けることが何度かあった

点合計

◆禁煙治療に保険が使える中央区内の医療機関一覧◆

※この一覧は各保険医療機関の届出に基づき作成していますが、実際に禁煙治療の受付を行っているか、
事前に各保険医療機関にご確認ください。 R8.1.1現在

以下の条件をすべて満たせば、禁煙治療に保険が適用されます。

◆治療のスケジュール◆

1日の喫煙本数 喫煙年数

本 年
×

標準的な治療の場合、12週間で計5回の診察を行います。

診察①

診察② 診察③ 診察④ 診察⑤

2週間後 ４週間後 ８週間後 12週間後

禁煙開始日の決定
参考：禁煙治療のための標準手順書第8.1版．2021年9月

◆禁煙治療にかかる費用◆

治療の目安は12週間。たばこ代よりお得です。

約49,000円

約20,000円
0

2

4

6

たばこ代 禁煙治療費

万

※たばこ1箱580円を1日1箱喫煙する場合
※禁煙治療費：自己負担3割の場合（処方薬によっても変わります）

診察初回

離脱症状の確認
禁煙継続に向けたアドバイス など

医療機関一覧添付（別紙（案）２参照）


